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「市民アンケート調査」
今後の議会運営や議会改革の参考とするため、「泉大津市議会に関する市民アンケート調査」を行いま

した。9ページから16ページに市民アンケート調査結果の特集を掲載しています。

目 次
●市政を問う ２～８Ｐ

一般質問要旨

＊掲載の順序は、発言順としています。

●特集 ９～１６Ｐ

・市民アンケート調査結果

●市議会でおこなわれたこと

・本会議で決めたこと １７Ｐ

・決算審査特別委員会の審査概要・意見書

１８～１９Ｐ

・議案の議決結果 ２０Ｐ

★上記の日程は変更される場合があります。
詳しくは議会事務局（0725-33-1131 内線 2508）まで
お問い合わせください。

開 催 日

１１月２５日（水）

１１月２６日（木）

１１月２７日（金）

１１月３０日（月）～

１２月 ３日（木）

会 議 名

市議会本会議（１日目）「一般質問、議案審議」

市議会本会議（２日目）「一般質問、議案審議」

市議会本会議（予備日）

常任委員会（付託がある場合）

市議会本会議（最終日）「議案審議」

●開催時間は、いずれも午前１０時を予定しています。

市 議 会 の 予 定

令和２年第３回定例会が９月９日から２８日の間で開催されました。
一般質問要旨、令和元年度決算審査特別委員会の概要等を掲載しています。



令和2年11月号●議会だより ２２

令和２年

第３回定例会 一般質問

★各議員のＱＲコードから一般質問の録画放送をご覧いただけます。

森下　　巖
（日 本 共 産 党）

部 

長
議 

員

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
を

本
市
に
設
置
す
る
考
え
は

市
単
独
で
は
な
く
、
保
健
所

と
３
市
１
町
で
対
応
す
る

議
員

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
市
民

の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
や
公
立
病
院

の
役
割
が
重
要
で
あ
る
。
感
染
拡
大
防
止

の
取
り
組
み
を
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

危
機
管
理
監

警
戒
を
緩
め
ず
、
長
期
戦

も
視
野
に
入
れ
、
状
況
把
握
や
支
援
、
情

報
の
収
集
、
提
供
を
す
る
。

議
員

本
市
の
感
染
率
や
感
染
患
者
の
状

態
の
変
化
は
ど
う
把
握
し
て
い
る
の
か
。

管
理
監

陽
性
率
は
公
表
が
な
く
、
感
染

情
報
は
保
健
所
権
限
で
、
市
へ
の
提
供
は

大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
情
報
に
限
ら
れ
る
。

議
員

市
全
体
の
感
染
状
況
、
検
査
数
や

陽
性
率
の
公
表
も
な
く
、
感
染
症
対
策
の

土
台
の
情
報
は
大
阪
府
に
求
め
る
べ
き
。

陽
性
率
が
高
い
地
域
で
の
集
中
検
査
や

感
染
リ
ス
ク
の
高
い
医
療
現
場
、
介
護
施

設
等
で
の
定
期
検
査
を
行
い
、
安
心
し
て

支
援
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
今
後

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
と
重
な
る
の

で
か
か
り
つ
け
医
の
依
頼
で
検
査
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
必
要
性
が
あ
る
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー

は
保
健
所
の
要
請
の
下
で
開
設
す
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
医
師
会
と
は
連
携
し
て

対
応
す
る
確
認
を
し
て
い
る
。

議
員

国
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
同
様
に
コ

ロ
ナ
検
査
も
か
か
り
つ
け
医
で
可
能
に
す

る
よ
う
な
報
道
も
あ
る
が
、
開
業
医
も
ち

ゅ
う
ち
ょ
す
る
の
で
は
な
い
か
。
や
は
り

こ
の
地
域
に
受
診
調
整
機
能
付
き
地
域
外

来
検
査
セ
ン
タ
ー
が
１
か
所
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
設
置
の
考
え
は
。

部
長

泉
州
医
療
圏
に
２
か
所
設
置
予
定

で
調
整
中
と
聞
い
て
い
る
。

議
員

そ
れ
で
は
か
な
り
広
い
範
囲
と
な

っ
て
し
ま
う
。
大
阪
府
が
拡
充
を
図
る
と

い
う
も
っ
と
簡
易
に
で
き
る
ド
ラ
イ
ブ
ス

ル
ー
方
式
の
検
体
採
取
の
考
え
は
あ
る
か
。

部
長

検
査
後
の
医
療
体
制
の
整
備
が
必

要
で
、
必
要
と
な
れ
ば
保
健
所
、
医
師
会

と
連
携
し
て
対
応
す
る
。

議
員

独
自
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
拡
充
し
て

い
る
自
治
体
が
増
え
、
特
に
公
立
病
院
が

中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
市
立
病
院

に
発
熱
外
来
設
置
の
考
え
は
あ
る
か
。

部
長

検
査
可
能
数
の
拡
充
に
よ
り
、
未

設
置
だ
が
、
必
要
と
な
れ
ば
保
健
所
、
医

師
会
と
協
力
し
て
体
制
整
備
を
図
り
た
い
。

議
員

市
内
事
業
者
に
対
す
る
事
業
者
支

援
や
企
業
の
育
成
に
関
し
て
、
市
と
し
て

の
考
え
方
と
位
置
づ
け
に
つ
い
て
示
せ
。

総
務
部
長

市
域
経
済
の
活
性
化
や
税
収

確
保
の
観
点
か
ら
、
商
工
業
の
振
興
・
発

展
は
必
要
不
可
欠
。
こ
れ
を
担
う
市
内
事

業
者
の
支
援
や
育
成
は
重
要
。
ま
た
市
が

発
注
す
る
工
事
等
に
お
い
て
市
内
事
業
者

の
優
先
は
、
地
元
経
済
の
活
性
化
、
雇
用

の
安
定
確
保
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
、
現

在
も
市
内
事
業
者
へ
の
発
注
機
会
の
増
大

を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も
地
元
企
業
発
注

に
よ
る
有
用
性
を
考
慮
し
、
公
正
性
経
済

性
等
に
配
慮
し
適
切
な
工
事
発
注
を
行
う
。

議
員

市
内
企
業
育
成
支
援
の
下
請
率
が

現
在
は
撤
廃
さ
れ
た
が
、
考
え
方
を
示
せ
。

部
長

公
正
取
引
委
員
会
が
、
競
争
入
札

の
実
施
に
あ
た
り
、
一
般
的
な
要
請
を
超

え
て
建
設
工
事
の
発
注
事
業
者
に
対
し
て

下
請
発
注
時
に
地
元
業
者
の
利
用
を
義
務

づ
け
る
こ
と
は
、
発
注
事
業
者
の
自
由
な

事
業
活
動
の
制
限
に
な
り
、
地
元
業
者
と

そ
れ
以
外
の
事
業
者
と
の
競
争
が
失
わ
れ
、

地
元
業
者
の
競
争
力
を
弱
め
健
全
な
育
成

を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
見
解
を

示
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
対
応
し
て
い
る
。

議
員

公
正
取
引
委
員
会
の
見
解
も
示
さ

れ
た
が
、
過
去
に
下
請
率
50
％
を
要
請
し

て
い
た
自
治
体
も
あ
る
。
そ
の
中
で
本
市

の
状
況
は
、
令
和
元
年
度
の
建
築
工
事
に

お
い
て
辞
退
率
が
61
％
。
舗
装
工
事
で
は
、

約
１
億
７
５
０
０
万
円
の
工
事
に
市
内
事

業
者
の
受
注
が
ゼ
ロ
。
こ
の
異
常
な
状
況

を
受
け
、
本
市
入
札
制
度
の
問
題
点
を
指

摘
す
る
声
が
あ
る
。
い
ま
一
度
、
調
査
研

究
す
る
必
要
性
を
感
じ
る
が
見
解
は
。

部
長

議
員
指
摘
の
点
も
含
め
、
今
後
も

適
切
で
公
平
公
正
な
工
事
発
注
に
努
め
る
。

議
員

市
内
事
業
者
の
支
援
は
、
市
内
の

景
気
、
今
後
の
税
収
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
に
加
え
税
収
が

落
ち
込
め
ば
、
自
治
体
の
存
続
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
市
内
事
業
者
は
大
変
疲
弊
し
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
命
を
守

る
。
し
か
し
経
済
は
止
め
て
は
な
ら
な
い
。

命
と
経
済
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
は
至
難

の
業
で
あ
る
が
、
今
後
も
人
・
お
金
・
物

が
地
域
を
巡
る
地
域
循
環
型
社
会
の
構
築

に
尽
力
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

部 

長
議 

員

堀口　陽一
 （立　志　会）

市
内
事
業
者
の
育
成
の
た
め

の
事
業
支
援
は

地
元
企
業
発
注
の
有
用
性
を

考
慮
し
適
切
な
発
注
を
行
う

市市 政政 をを 問問 うう
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一　般　質　問

議
員

南
出
市
長
は
、
平
成
28
年
12
月
に

当
選
し
所
信
表
明
で
、
本
市
の
人
口
減
少

に
危
機
感
を
持
ち
、
市
民
を
増
や
し
て
い

く
と
公
約
し
た
が
、
効
果
と
評
価
は
。

総
合
政
策
部
長

効
果
を
定
量
で
示
せ
な

い
が
、
市
民
を
増
や
す
策
に
取
り
組
ん
だ
。

議
員

４
年
前
の
所
信
表
明
時
、
過
去
10

年
間
で
３
０
０
０
人
減
少
し
た
と
説
明
し

た
が
、
市
長
就
任
後
本
年
８
月
の
時
点
で

１
３
２
９
人
の
減
少
で
あ
り
、
歯
止
め
が

掛
か
っ
て
い
な
い
。
課
題
は
。

市
長

本
市
に
住
み
続
け
た
い
、
移
り
住

み
た
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
、
中
長
期
で
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

４
年
間
で
新
規
創
業
企
業
30
社
、

５
０
０
人
の
雇
用
を
作
る
と
し
た
公
約
は
。

総
合
政
策
部
長

平
成
30
年
度
実
施
の
家

賃
補
助
活
用
の
新
規
創
業
数
は
６
事
業
者
、

新
規
創
業
企
業
は
55
件
、
雇
用
保
険
新
規

加
入
者
数
４
５
５
人
。

議
員

雇
用
者
数
は
通
常
の
労
働
者
の
流

出
入
の
範
囲
、
施
策
効
果
で
カ
ウ
ン
ト
し

た
も
の
で
は
な
い
。
次
に
平
成
29
年
に
市

立
病
院
の
抜
本
的
経
営
改
革
で
公
民
連
携

制
度
を
導
入
す
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
指

定
管
理
制
度
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
か
。

市
長

府
中
病
院
と
の
機
能
統
合
・
再
編

に
つ
い
て
、
就
任
当
初
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
た
も
の
で
は
な
い
。

議
員

当
時
の
市
立
病
院
事
務
局
長
の
退

職
に
当
た
り
、
府
中
病
院
の
幹
部
職
員
を

本
市
立
病
院
事
務
局
長
と
し
て
迎
え
入
れ

た
が
、
本
年
３
月
、
府
中
病
院
と
の
間
で

指
定
管
理
者
制
度
の
合
意
締
結
の
め
ど
が

立
っ
た
時
期
と
軌
を
一
に
し
て
、
着
任
３

年
余
り
で
退
職
し
、
３
年
前
ま
で
勤
務
し

て
い
た
府
中
病
院
に
戻
ら
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
説
明
と
見
解
を
求
め
る
。

副
市
長

今
回
の
病
院
の
連
携
と
人
事
と

は
、
全
然
関
係
が
な
く
、
否
定
す
る
。

議
員

こ
の
よ
う
な
疑
念
に
対
し
て
、
透

明
性
を
持
っ
た
説
明
が
必
要
。
市
長
の
施

策
戦
略
と
し
て
当
初
か
ら
あ
っ
た
の
か
。

市
長

最
初
か
ら
は
な
い
。
環
境
も
刻
一

刻
と
し
て
激
変
す
る
た
め
、
本
市
に
と
っ

て
何
が
最
適
解
か
、
時
々
の
判
断
で
対
応
。

議
員

新
病
院
構
想
も
図
書
館
構
想
も
市

長
の
裁
量
で
政
策
決
定
で
き
る
財
政
的
余

地
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ

て
臨
ん
で
も
ら
い
た
い
。

議
員

今
年
２
月
に
令
和
３
年
度
か
ら
小

津
中
学
校
区
で
、
分
離
型
の
小
・
中
一
貫

教
育
を
ス
タ
ー
ト
す
る
と
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
の
進
捗
状
況
は
。

教
育
部
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
う
臨
時
休
校
等
に
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
制
限
が
あ
る
中
、
令
和
３
年
度

の
本
格
開
始
を
目
指
し
て
、
一
貫
し
た
義

務
教
育
の
９
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
下
、

教
職
員
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

議
員

教
職
員
に
は
異
動
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
全
教
職
員
が
小
・
中
一
貫
教
育
の
認

識
を
共
有
し
、
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ
と

が
、
一
貫
教
育
の
成
果
を
挙
げ
る
上
で
重

要
で
あ
る
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

部
長

小
津
中
学
校
区
に
お
け
る
小
・
中

一
貫
教
育
だ
け
で
な
く
、
東
陽
中
学
校
区

や
誠
風
中
学
校
区
に
お
い
て
も
、
一
貫
教

育
を
開
始
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
検

討
す
る
予
定
に
し
て
い
る
。
今
後
一
貫
教

育
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
教
職

員
研
修
に
、
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員

小
・
中
一
貫
教
育
を
行
う
大
き
な

理
由
の
１
つ
と
し
て
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の

解
消
が
あ
る
。
解
消
の
有
効
な
手
段
と
し

て
、
９
年
間
の
学
年
区
分
に
つ
い
て
の
考

え
は
。
ま
た
、
小
学
生
と
中
学
生
の
交
流

す
る
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
の
考
え
は
。
そ

し
て
、
小
学
校
高
学
年
の
教
科
担
任
制
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

部
長

小
学
校
６
年
、
中
学
校
３
年
の
区

分
は
変
え
な
い
が
、
校
種
を
越
え
て
目
指

す
子
ど
も
像
を
共
有
し
、
研
究
を
進
め
て

い
る
。
交
流
に
つ
い
て
は
、
重
要
と
捉
え

て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
教
室
の
空
き
状

況
等
、
常
時
の
確
保
が
難
し
い
た
め
、
体

育
館
な
ど
を
活
用
し
て
い
く
。
教
科
担
任

制
に
つ
い
て
は
、
課
題
も
あ
り
、
早
急
な

導
入
は
予
定
し
て
い
な
い
。

議
員

保
護
者
や
地
域
の
人
に
、
新
し
い

教
育
が
始
ま
る
こ
と
を
周
知
し
、
興
味
や

関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
協
力
を
得
る
こ

と
が
重
要
だ
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

部
長

適
切
な
時
期
に
保
護
者
や
地
域
住

民
へ
積
極
的
に
周
知
し
て
い
く
。

議
員

学
校
現
場
は
、
地
域
の
人
の
学
校

行
事
へ
の
参
加
を
望
ん
で
い
る
の
か
。

部
長

新
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現
に
向
け

て
、
地
域
と
の
教
育
目
標
共
有
は
不
可
欠
。

部 

長
議 

員

市 

長
議 

員

中谷　　昭
（お　　　　づ）

小
津
中
学
校
区
の
小
・
中

一
貫
教
育
の
進
捗
状
況
は

令
和
３
年
度
実
施
を
目
指
し

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

高橋　　登
（会派に属さない議員連合）

市
立
病
院
の
再
編
・
統
合
は

就
任
当
初
か
ら
の
構
想
か

当
初
か
ら
は
な
い
。
疑
念
に

つ
い
て
も
否
定
す
る



議
員

大
阪
府
、
市
港
湾
局
統
合
が
決
定
。

本
年
10
月
１
日
か
ら
大
阪
港
湾
局
が
共
同

設
置
さ
れ
業
務
を
開
始
す
る
。
従
来
府
市

双
方
が
管
轄
し
て
い
た
各
港
湾
現
場
に
対

し
直
接
影
響
す
る
こ
と
は
な
く
、
当
面
は

「
港
湾
管
理
の
事
務
一
元
化
が
目
的
で
あ

る
」
と
聞
い
て
い
る
が
こ
の
点
に
つ
い
て

示
せ
。
ま
た
、
従
来
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
の
今
後
の
展
開
は
。

総
合
政
策
部
長

議
員
指
摘
の
と
お
り
、

事
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
あ

り
、
直
ち
に
現
場
に
影
響
は
な
い
。
次
に
、

こ
れ
ま
で
も
府
市
の
連
携
協
約
に
基
づ
き
、

府
市
共
同
に
よ
る
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
す
る
な
ど
、
連
携
し
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
た
が
、
ト
ッ
プ
が
一
元

化
し
、
大
阪
港
湾
局
長
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
下
、
よ
り
広
域
的
な
視
点
で
実
施
さ
れ

る
と
聞
い
て
お
り
、
示
さ
れ
る
内
容
に
つ

い
て
は
注
視
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

議
員

港
湾
計
画
で
は
、
泉
大
津
旧
港
地

域
に
お
け
る
人
工
干
潟
等
の
造
成
、
旅
客

船
埠
頭
計
画
が
あ
る
。
計
画
遂
行
に
向
け

強
い
働
き
か
け
を
望
む
。
そ
の
他
港
湾
エ

リ
ア
の
既
存
施
設
等
に
お
い
て
「
民
間
活

力
」
の
導
入
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
が
あ

る
。
こ
の
件
に
関
し
大
阪
府
港
湾
局
と
そ

の
方
策
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
具
体
の
内
容
を
示
せ
。

部
長

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
の
あ
る
な
ぎ
さ

公
園
で
は
ゴ
ミ
の
散
乱
や
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

部
分
の
ぼ
や
の
発
生
な
ど
問
題
が
あ
り
適

切
な
管
理
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
、
府
が

管
理
す
る
な
ぎ
さ
公
園
を
民
間
事
業
者
が

活
用
す
る
こ
と
で
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と

管
理
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
。
こ
の
視
点
に
た
っ
て
の
社
会
実
証

実
験
の
実
施
を
見
据
え
協
議
し
て
い
る
。

ま
た
、
泉
大
津
マ
リ
ー
ナ
で
は
関
係
者
に

よ
る
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド

（
Ｓ
Ｕ
Ｐ
）
の
体
験
会
を
実
施
し
、
そ
の
将

来
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

議
員

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
有
効
活
用
。
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
す
ば
ら
し
さ
の
再
認
識
。

海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
空
間
の
確
立
。

「
に
ぎ
わ
い
空
間
」
に
な
る
こ
と
を
望
む
。

令和2年11月号●議会だより ４４

一　般　質　問

◎
そ
の
他
の
質
問

・
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況
下
に

お
け
る
当
市
各
事
業
の
影
響
と
今
後
の

展
開
に
つ
い
て

★各議員のＱＲコードから一般質問の録画放送をご覧いただけます。

議
員

平
成
16
年
に
犯
罪
被
害
者
等
基
本

法
が
成
立
し
、
各
都
道
府
県
や
政
令
指
定

都
市
を
中
心
に
、
支
援
に
取
り
組
む
条
例

制
定
が
進
ん
で
い
る
。
多
様
化
す
る
特
殊

詐
欺
被
害
や
相
談
し
づ
ら
い
性
犯
罪
、
Ｄ

Ｖ
被
害
な
ど
、
本
市
の
犯
罪
被
害
者
支
援

の
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

総
合
政
策
部
長

犯
罪
被
害
者
相
談
を
平

成
25
年
９
月
か
ら
市
民
相
談
室
で
警
察
Ｏ

Ｂ
の
相
談
員
を
配
置
し
随
時
受
け
付
け
て

お
り
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
へ
つ
な

げ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
相
談
件
数
に

つ
い
て
は
昨
年
度
の
１
件
の
み
で
あ
る
。

議
員

関
係
機
関
と
は
。

部
長

総
合
的
対
応
窓
口
の
大
阪
府
青
少

年
地
域
安
全
室
治
安
対
策
課
、
犯
罪
被
害

者
等
早
期
援
助
団
体
で
あ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
大
阪
被
害
者
支
援
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
セ

ン
タ
ー
の
ほ
か
、
事
件
を
取
り
扱
っ
た
警

察
署
の
被
害
者
支
援
担
当
な
ど
が
あ
る
。

議
員

大
阪
被
害
者
支
援
ア
ド
ボ
カ
シ
ー

セ
ン
タ
ー
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
と
き

の
災
害
被
害
者
支
援
か
ら
経
験
を
積
ん
だ

団
体
で
、
犯
罪
被
害
の
早
期
支
援
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
方
の
そ
の
後
に
大
き
く
作
用
し

て
有
効
と
さ
れ
て
い
て
心
強
い
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
相
談
件
数
が
１
件
と
は
あ
ま
り

に
も
少
な
い
。
周
知
の
方
法
は
。

部
長

開
設
時
は
広
報
紙
に
詳
し
く
、
そ

の
後
は
広
報
紙
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
。

議
員

探
さ
な
け
れ
ば
た
ど
り
着
け
な
い

状
況
で
は
不
足
で
あ
る
。
本
人
に
心
の
余

裕
が
な
い
と
き
で
も
、
多
く
の
市
民
が
知

っ
て
い
れ
ば
教
え
て
あ
げ
ら
れ
る
。
周
知

方
法
の
再
考
を
お
願
い
す
る
。

ま
た
、
犯
罪
被
害
に
つ
い
て
は
、
市
民
、

事
業
所
な
ど
が
理
解
を
深
め
地
域
で
孤
立

さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で
、
性
犯
罪
な
ど

が
相
談
し
や
す
い
女
性
相
談
員
の
配
置
も

含
め
、
市
が
必

要
な
施
策
と
し

て
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
。
条

例
化
も
視
野
に

入
れ
た
検
討
を

要
望
す
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

・
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
今
後
に

つ
い
て

犯罪被害者等支援シンボルマーク

ギュっとちゃん

部 

長
議 

員

部 

長
議 

員

貫野幸治郎
（お　　　　づ）

大
阪
港
湾
局
は
当
面
「
港
湾

管
理
」
の
事
務
一
元
化
か

事
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と

が
目
的
で
現
場
に
影
響
な
し

野田　悦子
（市民みらいネット）

犯
罪
被
害
者
の
支
援
、
本
市

で
は
足
り
て
い
る
の
か

関
係
機
関
と
連
携
し
相
談
支

援
を
行
っ
て
い
く
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一　般　質　問

議
員

内
閣
府
は
「
新
し
い
生
活
様
式
」

の
実
現
に
向
け
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

を
活
用
し
、
地
域
で
取
り
組
む
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
政
策
分
野
を
「
地
域
未
来
構
想

20
」
と
し
て
発
表
し
た
。
３
密
対
策
・
発

熱
外
来
・
防
災
Ｉ
Ｔ
化
・
教
育
・
医
療
・

地
域
交
通
体
系
・
文
化
芸
術
・
ハ
ー
ト
フ

ル
・
新
た
な
旅
行
な
ど
20
分
野
で
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
て
い
る
。
一
方
で
、
自
治

体
の
取
り
組
み
を
効
果
的
に
計
画
し
、
実

行
に
移
す
た
め
に
は
該
当
分
野
に
熟
知
し

た
民
間
と
の
連
携
が
有
効
に
な
る
。
そ
こ

で
、
自
治
体
と
各
分
野
の
専
門
家
、
関
係

省
庁
の
３
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
役
割

が
「
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」
で
あ
る
。

「
地
域
未
来
構
想
20

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

総
合
政
策
部
長

こ
の
枠
組
み
に
先
行
し

て
、
課
題
解
決
の
た
め
に
民
間
企
業
と
マ

ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
官
民
連
携
に
よ
り
事

業
を
効
果
的
に
進
め
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン

ラ
ボ
も
同
様
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の

一
つ
の
手
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

現
在
、
取
り
組
ん
で
い
る
官
民
連

携
事
業
を
い
く
つ
か
示
せ
。

部
長

引
っ
越
し
・
結
婚
・
出
産
な
ど
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て
必
要
な
手
続
き

を
案
内
す
る
「
バ
ー
チ
ャ
ル
市
役
所
総
合

案
内
」、
高
架
下
の
に
ぎ
わ
い
と
ア
ビ
リ
テ

ィ
タ
ウ
ン
の
実
現
の
た
め
、
民
間
企
業
５

社
と
連
携
し
た
「
高
架
下
空
間
活
用
」、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
わ
な
い
高
齢
者
へ
の

情
報
伝
達
の
有
用
性
を
検
証
す
る
「
ま
ご

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
な
ど
が
あ
る
。

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
第

２
次
実
施
計
画
に
盛
り
込
む
事
業
に
つ
い

て
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
検
討
す
る
新
た
な

事
業
に
つ
い
て
、「
地
域
未
来
構
想
20

オ

ー
プ
ン
ラ
ボ
」
を
活
用
し
、
新
し
い
生
活

様
式
の
実
現
の
た
め
の
取
り
組
み
を
お
願

い
し
た
い
が
、
市
の
考
え
は
。

部
長

今
後
、
新
し
い
生
活
様
式
の
実
現

の
た
め
、
取
り
組
み
を
行
う
際
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
に
通
じ
た
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
オ
ー

プ
ン
ラ
ボ
か
ら
提
供
さ
れ
る
民
間
の
提
案

を
紹
介
し
た
専
門
家
カ
タ
ロ
グ
も
活
用
し

な
が
ら
事
業
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員

全
国
的
に
水
道
事
業
は
、
人
口
減

少
に
よ
る
収
入
減
と
、
老
朽
化
し
た
設
備

や
水
道
管
な
ど
の
施
設
更
新
費
用
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
水
道
は
、
私
た
ち
が
生

活
し
て
い
く
上
で
必
要
不
可
欠
な
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
と
誰
も
が
認
識
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
市
に
お
け
る
水
道
管
の
延

長
と
耐
震
化
の
状
況
を
示
せ
。
ま
た
、
大

規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
、
広
範
囲
で

の
断
水
が
想
定
さ
れ
る
が
、
断
水
が
長
期

化
し
た
場
合
、
本
市
に
お
い
て
、
ど
の
程

度
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
示
せ
。

都
市
政
策
部
長

配
水
管
路
延
長
に
つ
い

て
は
、
令
和
元
年
度
末
で
約
２
６
４
㎞
で

あ
り
、
耐
震
化
お
よ
び
率
に
つ
い
て
は
、

62
㎞
で
23
・
４
％
で
あ
る
。
な
お
、
泉
大

津
市
水
道
事
業
整
備
計
画
に
お
け
る
耐
震

化
計
画
で
は
、
災
害
時
に
配
水
す
る
基
本

的
な
管
路
と
、
防
災
関
連
施
設
や
応
急
給

水
拠
点
で
あ
る
避
難
所
な
ど
の
重
要
施
設

の
管
路
を
選
定
し
、
総
延
長
47
・
３
㎞
に

対
し
、
耐
震
化
は
28
・
４
㎞
、
耐
震
化
率

は
60
％
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

次
に
、
災
害
時
に
お
け
る
水
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
中
央
配
水
場
に
は
、
約
７
０

０
０
m3
の
水
が
常
時
確
保
さ
れ
て
お
り
、

田
中
町
、
助
松
町
２
丁
目
の
耐
震
性
貯
水

槽
に
計
２
０
０
m3
の
貯
水
を
行
っ
て
い
る
。

更
に
災
害
用
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
、
約
８
０

０
０
本
備
蓄
し
て
い
る
。

議
員

水
の
危
機
管
理
と
し
て
自
己
水
源

の
な
い
本
市
と
し
て
、
水
源
の
２
系
統
化

や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど
の
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
示
せ
。

部
長

水
源
の
２
系
統
化
な
ど
の
対
策
と

共
に
、
事
業
運
営
の
健
全
性
・
安
定
性
の

た
め
に
は
、
適
切
な
水
道
料
金
の
設
定
や

合
理
的
な
施
設
規
模
も
重
要
で
あ
り
、
一

方
の
み
を
優
先
す
る
の
で
は
な
く
、
総
合

的
に
論
じ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

議
員

水
道
は
災
害
時
に
お
い
て
も
安
定

的
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
条
件
で
あ

り
、
二
重
三
重
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
重
要
。

そ
の
上
で
、
安
全
で
安
心
か
つ
安
価
な
水

が
提
供
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
お
り
、
設
備
更
新
や
耐
震
化
に

伴
っ
た
施
設
整
備
や
体
制
づ
く
り
、
ま
た

そ
れ
に
伴
う
適
正
な
料
金
設
定
に
取
り
組

む
こ
と
を
要
望
す
る
。

部 

長
議 

員

部 

長
議 

員

村岡　　均
 （公　明　党）

地
域
未
来
構
想

　
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
に
つ
い
て

20

官
民
連
携
に
よ
り
事
業
を
効

果
的
に
進
め
る
こ
と
が
重
要

谷野　　司
（市民みらいネット）

水
道
安
定
供
給
の
重
要
性
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か

水
道
管
の
耐
震
化
や
災
害
時

の
水
を
確
保
し
対
応
を
図
る
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一　般　質　問

★各議員のＱＲコードから一般質問の録画放送をご覧いただけます。

議
員

８
月
20
日
に
締
め
切
っ
た
特
別
定

額
給
付
金
事
業
に
つ
い
て
、
今
後
の
同
種

の
事
業
へ
の
備
え
に
万
全
を
期
す
る
た
め

総
括
し
た
い
。
①
対
象
人
数
と
財
源
の
負

担
、
執
行
率
の
経
緯
、
職
員
体
制
は
。

総
合
政
策
部
長

①
給
付
対
象
人
数
は
７

万
４
４
６
５
人
で
、
財
源
の
負
担
は
全
額

国
庫
補
助
金
。
執
行
率
の
経
緯
は
、
５
月

末
で
３
・
９
％
、
６
月
末
で
95
・
４
％
、

７
月
末
で
98
・
３
％
、
８
月
末
時
点
で

99
・
３
％
。
職
員
体
制
は
、
基
本
的
に
は

正
職
員
４
名
、
会
計
年
度
任
用
職
員
５
名
。

議
員

総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

と
、
６
月
26
日
で
71
・
６
％
の
執
行
率
。

国
よ
り
早
い
。
②
申
請
受
付
か
ら
執
行
ま

で
の
期
間
は
。
ま
た
そ
の
間
で
起
こ
っ
た

課
題
と
解
決
方
法
や
今
後
の
対
処
方
法
、

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
等
は
。

部
長

②
期
間
は
最
短
で
６
営
業
日
、
最

長
で
14
営
業
日
。
課
題
と
解
決
方
法
は
、

申
請
が
受
付
開
始
直
後
に
集
中
し
、
当
初

想
定
し
た
体
制
で
は
短
期
間
に
処
理
で
き

な
い
量
の
事
務
が
発
生
し
た
た
め
、
派
遣

人
材
の
活
用
に
加
え
、
時
間
外
に
は
部
局

を
超
え
た
応
援
職
員
に
よ
る
事
務
対
応
に

よ
り
解
決
を
図
っ
た
。

市
民
か
ら
の
意
見
は
、「
給
付
ま
で
に
時

間
が
か
か
り
過
ぎ
て
い
る
」、「
い
つ
振
込

み
さ
れ
る
の
か
分
か
ら
な
い
」、「
申
請
書

の
書
き
方
が
分
か
り
に
く
い
」
と
い
っ
た

も
の
の
ほ
か
、
給
付
事
業
そ
の
も
の
へ
の

評
価
や
職
員
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
丁
寧
な

対
応
へ
の
感
謝
の
言
葉
も
も
ら
っ
た
。

議
員

③
本
事
業
へ
の
評
価
は
。

部
長

③
本
事
業
が
始
ま
っ
て
以
降
多
く
の

意
見
を
も
ら
っ
た
が
、
市
民
の
大
き
な
期

待
の
現
れ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

事
業
に
全
力
で
取
り
組
み
、
期
待
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
変
よ
か
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

議
員

本
事
業
は
公
明
党
の
山
口
代
表
が
、

閣
議
決
定
し
て
い
た
今
年
度
第
１
次
補
正

予
算
案
に
盛
り
込
ま
れ
る
住
民
税
非
課
税

や
収
入
５
割
急
減
世
帯
、
１
世
帯
30
万
円

給
付
の
実
施
を
や
め
、
所
得
制
限
な
し
で

１
人
10
万
円
給
付
を
一
律
で
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
に
行
う
こ
と
を
安
倍
首
相
に
要
請
し
、

実
現
し
た
。
多
く
の
市
民
に
も
期
待
し
て

も
ら
え
る
事
業
へ
と
転
換
で
き
た
。
最
前

線
で
頑
張
っ
た
職
員
に
感
謝
す
る
。

議
員

本
市
の
感
染
者
数
が
急
増
し
て
い

る
が
現
状
に
対
す
る
見
解
と
今
後
の
取
り

組
み
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
示
せ
。

健
康
福
祉
部
長

再
度
感
染
が
拡
大
す
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
感
染
防

止
に
つ
い
て
周
知
啓
発
に
努
め
る
。
情
報

発
信
に
つ
い
て
は
、
３
密
を
避
け
る
こ
と

や
手
洗
い
、
う
が
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
な

ど
、
感
染
症
予
防
や
免
疫
力
を
高
め
健
康

を
保
つ
た
め
の
取
り
組
み
に
関
す
る
情
報

な
ど
を
発
信
す
る
。

議
員

感
染
防
止
の
周
知
啓
発
と
は
。

部
長

日
常
生
活
に
お
い
て
一
人
ひ
と
り

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
内
容
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
広
報
紙
を
活
用
し

て
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
市
役
所
庁

舎
屋
上
に
設
置
し
て
い
る
電
光
掲
示
板
に

よ
り
、
大
阪
モ
デ
ル
の
達
成
状
況
を
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
て
、
現
在
の
感
染
状
況
を
広

く
周
知
し
て
い
る
。

議
員

大
阪
府
、
保
健
所
及
び
市
内
医
療

機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
示
せ
。

部
長

大
阪
府
か
ら
市
に
は
、
国
の
方
針

や
大
阪
府
対
策
本
部
会
議
で
決
定
し
た
内

容
に
つ
い
て
、
要
請
や
協
力
依
頼
が
あ
り
、

そ
の
内
容
に
応
じ
て
市
は
市
民
や
医
療
機

関
に
情
報
発
信
な
ど
随
時
対
応
し
て
い
る
。

検
査
・
医
療
体
制
に
つ
い
て
、
今
後
の
状

況
に
よ
り
さ
ら
に
協
力
体
制
が
必
要
に
な

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
員

保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
童
保
育
室

及
び
小
・
中
学
校
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
時

の
対
応
に
つ
い
て
示
せ
。

部
長

現
在
、
園
児
、
児
童
、
生
徒
及
び

職
員
に
感
染
が
判
明
し
た
場
合
は
、
感
染

が
判
明
し
た
翌
日
を
開
始
日
と
し
て
、
学

校
園
所
を
３
日
間
臨
時
休
校
・
休
園
に
す

る
と
し
て
お
り
、
そ
の
期
間
に
施
設
の
消

毒
や
健
康
状
態
の
確
認
等
を
行
い
、
体
制

が
整
い
次
第
再
開
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

議
員

来
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

の
考
え
方
は
。

総
務
部
長

国
・
府
の
状
況
や
経
済
指
標

な
ど
、
情
報
収
集
及
び
分
析
に
努
め
る
ほ

か
、
今
年
度
の
市
税
収
入
動
向
を
見
極
め

た
上
で
来
年
度
の
市
税
収
入
に
反
映
し
、

予
算
編
成
に
あ
た
り
た
い
と
考
え
る
。

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
さ
ら
に
危
機
感
を
持
っ
て
対
応
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

部 

長
議 

員

部 

長
議 

員

溝口　　浩
 （公　明　党）

特
別
定
額
給
付
金
事
業
に

寄
せ
る
大
き
な
期
待
と
は

迅
速
に
家
計
へ
の
支
援
が

受
け
ら
れ
る
こ
と

村田　雅利
 （立　志　会）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
対
応
に
つ
い
て

感
染
防
止
に
つ
い
て
の
周
知

啓
発
に
努
め
る



議
員

国
基
準
の
待
機
児
童
数
は
。

健
康
福
祉
部
長

公
立
35
名
、
民
間
35
名

で
あ
る
。

議
員

国
基
準
以
外
の
未
入
所
児
童
数
は
。

部
長

公
立
47
名
、
民
間
38
名
で
あ
る
。

議
員

保
育
所
に
入
所
で
き
ず
求
職
活
動

を
中
断
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
基
準
外
で

あ
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
に
寄
り
添
う
対
応
を

求
め
る
。

待
機
児
童
解
消
の
方
策
は
。

部
長

問
題
解
消
の
１
つ
と
し
て
、
保
育

士
の
採
用
、
確
保
が
あ
る
。

議
員

出
生
率
は
国
、
府
を
上
回
っ
て
い

な
が
ら
、
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
世
代
の
市
外
へ
の
転
出
が
多
い
。
子
育

て
世
代
に
選
ば
れ
て
い
な
い
。
保
育
士
の

処
遇
改
善
、
募
集
の
年
齢
要
件
引
き
上
げ

に
よ
る
確
保
を
求
め
る
。

公
立
の
施
設
に
係
る
国
の
財
源
措
置
に

つ
い
て
は
、
一
般
財
源
化
に
よ
っ
て
、
国

の
財
政
支
援
が
皆
無
に
な
っ
た
わ
け
で
は

な
い
の
で
、「
公
立
で
整
備
す
れ
ば
全
額
市

の
負
担
、
民
間
で
建
て
れ
ば
市
の
負
担
は

４
分
の
１
」
と
い
う
計
画
案
の
記
述
は
見

直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

部
長

一
般
財
源
化
部
分
の
地
方
債
に
つ

い
て
発
行
す
る
地
方
債
の
種
類
に
よ
り
交

付
税
措
置
が
あ
る
た
め
、
計
画
案
の
記
述

は
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
で
は
、

公
立
の
保
育
所
、
幼
稚
園
は
「
廃
止
」
で

は
な
く
、
す
べ
て
「
統
合
」
と
さ
れ
て
い

る
。
統
合
し
た
結
果
、
延
床
面
積
が
減
少

す
る
場
合
は
、
公
共
施
設
最
適
化
事
業
債

の
対
象
と
な
る
の
で
は
。

総
務
部
長

指
摘
の
と
お
り
。

議
員

公
立
の
認
定
こ
ど
も
園
整
備
で
、

在
宅
子
育
て
支
援
の
拠
点
を
つ
く
り
、
市

の
直
接
的
な
責
任
で
待
機
児
童
を
解
消
し

て
き
た
。
計
画
案
で
は
、
４
つ
の
幼
稚
園
、

保
育
所
を
す
べ
て
民

営
化
、
公
の
施
設
は

現
行
の
３
つ
の
こ
ど

も
園
だ
け
に
な
る
。

正
確
な
情
報
を
提
供

し
、
議
論
を
尽
く
す

こ
と
を
求
め
る
。

７７ 議会だより●令和2年11月号

一　般　質　問

◎
そ
の
他
の
質
問

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
市
立
病

院
の
役
割
に
つ
い
て

議
員

コ
ロ
ナ
禍
で
問
題
と
す
る
の
は
業

務
で
扱
う
申
請
書
を
は
じ
め
と
し
た
書
類

の
多
く
が
電
子
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で

あ
る
。
本
市
の
電
子
化
の
考
え
方
は
。

総
合
政
策
部
長

現
時
点
で
は
、
業
務
で

扱
う
申
請
書
等
は
紙
が
多
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
、
業
務
が
増
え
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
る
と
、
さ
ら
に
業
務
の
効
率

化
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
申
請
書
等

の
電
子
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
と
し
て
、
申
請
書
等
の
電
子
化
は
必

要
で
あ
る
。
直
接
市
役
所
に
来
な
く
て
も

手
続
き
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
業

務
が
決
済
を
含
め
た
電
子
化
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
か
。

部
長

市
民
や
事
業
者
が
市
役
所
で
行
う

届
出
や
申
請
、
証
明
書
の
交
付
申
請
、
イ

ベ
ン
ト
の
申
込
み
や
決
済
な
ど
が
電
子
化

で
き
る
と
考
え
る
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、
来
庁
せ
ず
に
手
続

き
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
現
在
検
討

し
て
い
る
。
電
子
化
を
推
進
す
る
こ
と
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
業
務
の
効
率
化
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

議
員

行
政
や
自
治
体
な
ど
の
申
請
書
を

は
じ
め
と
し
た
書
類
は
、
多
く
が
電
子
化

さ
れ
て
お
ら
ず
、
電
子
化
を
求
め
る
意
見

が
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
多
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
書
類
電
子
化
に
よ
る
利
点
は
、
市
役

所
に
来
な
く
て
も
手
続
き
が
で
き
る
こ
と

や
業
務
の
効
率
化
、
資
源
の
節
約
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
に

も
役
立
つ
こ

と
か
ら
、
申

請
書
等
の
書

類
の
電
子
化

に
つ
い
て
積

極
的
に
取
り

組
む
よ
う
強

く
要
望
す

る
。

部 

長
議 

員

部 

長
議 

員

丸谷正八郎
（市 民 ク ラ ブ）

申
請
書
類
等
の
電
子
化
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い

電
子
化
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

田立　恵子
（日 本 共 産 党）

保
育
所
待
機
児
童
解
消
の

方
策
と
見
通
し
は

問
題
解
消
の
１
つ
と
し
て

保
育
士
の
採
用
、
確
保



議
員

デ
リ
バ
リ
ー
給
食
に
お
い
て
６
月
、

給
食
の
お
に
ぎ
り
の
配
送
中
止
が
報
道
さ

れ
た
。
給
食
遅
延
、
中
止
の
問
題
点
、
そ

の
後
の
改
善
策
を
示
せ
。

教
育
部
長

問
題
点
は
、
い
つ
の
時
点
で

代
替
食
へ
の
変
更
等
を
判
断
す
る
か
決
め

て
い
な
か
っ
た
点
、
非
常
時
に
備
え
代
替

食
を
準
備
す
る
体
制
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
点
で
あ
る
。
改
善
策
は
、
給
食
等
調
理

業
者
に
非
常
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
と
非

常
時
に
代
替
食
を
提
供
で
き
る
体
制
の
構

築
を
指
導
し
た
。

議
員

デ
リ
バ
リ
ー
で
あ
れ
、
自
校
調
理

の
食
材
で
あ
れ
、
道
路
交
通
状
況
等
も
含

め
遅
延
や
配
送
中
止
は
必
然
的
な
ア
ク
シ

デ
ン
ト
。
遅
延
、
中
止
に
対
す
る
体
制
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
給
食
事
業

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
計
画
、
実
施
、
予
算

配
分
に
権
限
が
あ
る
教
育
委
員
会
の
管
理

責
任
は
重
大
で
あ
る
。

部
長

分
散
登
校
期
間
で
な
け
れ
ば
、
給

食
提
供
時
間
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
全

生
徒
に
喫
食
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

今
回
の
よ
う
な
給
食
の
未
配
送
は
起
こ
ら

な
い
。
今
件
は
、
教
育
委
員
会
と
し
て
事

態
の
重
大
性
を
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。

議
員

現
在
、
堺
市
か
ら
デ
リ
バ
リ
ー
し

て
お
り
、
調
理
後
２
時
間
以
内
に
喫
食
す

る
と
い
う
給
食
衛
生
管
理
基
準
を
ク
リ
ア

す
る
た
め
に
は
、
配
送
遅
延
が
許
さ
れ
な

い
タ
イ
ト
な
時
間
配
分
。
給
食
を
お
い
し

く
食
べ
る
温
度
で
提
供
し
、
衛
生
管
理
基

準
を
無
理
な
く
ク
リ
ア
し
、
食
中
毒
の
リ

ス
ク
な
ど
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
将
来

的
に
学
校
建
て
替
え
な
ど
が
あ
る
ま
で
は
、

小
学
校
で
調
理
し
た
給
食
を
中
学
校
に
配

送
す
る
親
子
方
式
に
改
め
る
必
要
が
あ
る
。

親
子
方
式
導
入
の
考
え
は
。

部
長

今
後
も
安
心
・
安
全
で
お
い
し
い

給
食
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
現
方
式
の
中

で
取
り
組
む
。

議
員

給
食
は
食
べ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、

そ
の
事
業
費
は
無
駄
。
ま
た
、
保
護
者
は

高
い
給
食
費
を
負
担
し
て
い
る
。
大
阪
市

は
親
子
方
式
、
自
校
調
理
へ
切
り
替
え
た
。

子
ど
も
た
ち
に
安
全
で
お
い
し
い
給
食
を

提
供
で
き
る
よ
う
方
式
変
更
を
要
望
す
る
。
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一　般　質　問

◎
そ
の
他
の
質
問
　

・
待
機
児
童
解
消
と
泉
大
津
市
就
学
前
教
育
・

保
育
施
設
再
編
実
施
計
画
案
に
つ
い
て

★各議員のＱＲコードから一般質問の録画放送をご覧いただけます。

議
員

新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
小
学

校
の
授
業
と
評
価
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長

臨
時
休
校
中
も
、
家
庭
で
で

き
得
る
指
導
計
画
を
立
て
、
子
ど
も
に
学

習
課
題
を
与
え
て
き
た
。
学
校
再
開
後
は
、

家
庭
学
習
で
身
に
つ
い
た
力
を
把
握
し
た

上
で
、
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
た
授

業
を
行
っ
て
い
る
。
評
価
に
つ
い
て
も
、

新
学
習
指
導
要
領
が
目
指
す
日
々
の
授
業

の
中
で
、
何
が
身
に
つ
い
た
か
を
的
確
に

見
取
り
、
児
童
の
学
習
改
善
や
教
員
の
授

業
改
善
に
つ
な
げ
る
評
価
に
つ
い
て
、
当

初
の
計
画
ど
お
り
進
め
て
い
る
。

議
員

具
体
的
な
「
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
」
を

何
か
考
え
て
い
る
か
。

部
長

本
市
で
は
、「
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
」

の
ほ
か
に
、
授
業
で
思
考
力
、
プ
レ
ゼ
ン

力
を
育
て
る
授
業
支
援
ア
プ
リ
と
し
て

「
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
」
を
全
校
児
童
・
生
徒
分

の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
今
年
度
と
来
年
度
、
利

用
で
き
る
よ
う
に
準
備
が
完
了
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
に
よ
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

「
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
」
の
効
果
的
な
活
用
法
を

研
究
し
て
い
る
。
今
後
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
全
児
童
・
生
徒
分
完
全
配
備
を
進
め
、

個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
習
と
活
動
を
中
心

と
し
た
授
業
へ
の
転
換
を
加
速
さ
せ
、
デ

ジ
タ
ル
ド
リ
ル
教
材
や
学
習
支
援
ア
プ
リ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
」
を
、

積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

議
員

最
も
大
切
な
の
は
、
学
ん
だ
知
識
、

技
術
を
し
っ
か
り
と
自
分
の
も
の
に
し
て

表
現
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
で
き
る
か
だ
と

思
う
。
た
だ
授
業
を
受
け
た
だ
け
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
次
の
ス
テ
ッ
プ
が
踏
め
、
学

ぶ
こ
と
が
面
白
く
な
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

実
際
、
子
ど
も
の
好
き
な
科
目
、
得
意
分

野
、
わ
く
わ
く
感
を
感
じ
る
部
分
を
伸
ば

し
て
あ
げ
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
や
す
い
環

境
を
つ
く
っ
て
あ
げ
る
の
も
先
生
の
重
要

な
役
割
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

学
校
で
学
ん
だ
こ
と
が
明
日
、
そ
し
て

将
来
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、「
子
ど
も
の
学

び
が
進
化
し
ま
す
」
と
の
言
葉
が
現
実
の

も
の
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
が
わ
く
わ
く

感
を
持
っ
て
楽
し
く
本
物
の
学
び
に
な
る

よ
う
に
、「
泉
大
津
新
教
育
課
程
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」
の
内
容
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
を

強
く
要
望
す
る
。

部 

長
議 

員

部 

長
議 

員

部分は20Ｐに用語解説があります

林　　哲二
（市 民 ク ラ ブ）

コ
ロ
ナ
禍
で
小
学
校
の
授
業

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か

新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い

た
授
業
を
行
っ
て
い
る

中村与志子
（会派に属さない議員連合）

中
学
校
給
食
が
遅
延
や
一
部

中
止
に
な
っ
た
問
題
点
は

非
常
時
に
備
え
た
代
替
食
準

備
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
点
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市市民民アアンンケケーートト 調調査査結結果果 
 

【調査の目的】 

泉大津市議会では、議会機能の充実強化、議会審議等の活性化及び議会活動の透明性等の向上 

に向けて議会改革に取り組んでおり、今後、更なる市議会基本条例の推進となるよう、調査及び 

検討を行うため、幅広い市民の皆様から多様なご意見をお聞きすることを目的としています。 

【調査の設計】 

調 査 対 象：市内在住の18歳以上の男女 
抽 出 方 法：住民基本台帳から無作為抽出 
抽　出　数：2,000人（ 令和 2 年 7 月 1 日 時点 ）

調 査 方 法：郵送による送付回収 

調 査 期 間：令和 2 年 7 月 20 日（月）～  令和 2 年 8 月 7 日（金）

１．調査概要 

【回収結果】

配　布　数：2,000　通　Ａ
配布不可数： 9　通　Ｂ   

回　収　数：

回　収　率：

771　通　Ｃ

38.7   % （ Ｃ /（Ａ－Ｂ）× 100 ） 

調査結果の見方

・表中の構成率（％）は、小数点以下第 2 位を四捨五入しているので、合計しても100％にな
らない場合があります。

 

 

・１人の回答者が複数回答する設問では、その比率の合計が 100 ％を上回る場合があります。

・表内の「ｎ」は、設問に対する対象者です。  

 
 
 
 
 
 
 

　　　特　　　集

―― 泉泉大大津津泉泉大大津津市市議議会会にに関関すするる市市民民アアンンケケーートト調調査査ごご協協力力へへののおお礼礼 ――

この度は本アンケートの趣旨をご理解いただき、多くの市民の皆様に、ご協力をいただきまし
たことに厚くお礼申し上げます。
今後につきましては、本アンケートの分析を行い、報告書にまとめ、市議会ホームページや情
報公開コーナーで公開させていただく予定にしています。
お寄せいただきました皆様からの貴重なご意見等は、これからの市議会づくりのため、活用し
てまいります。

泉 大 津 市 議 会

「泉大津市議会に関する市民アンケート調査」の結果を、

市民の皆様にお知らせいたします。

〈市民アンケート調査結果〉

11
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8.0 ％（62人）

22.4 ％（173人）

16.5 ％（127人）

16.1 ％（124人）

15.4 ％（119人）

11.4 ％（88人）

8.8 ％（68人）

1.3 ％（10人）

0 ％ 10 ％ 20 ％ 30 ％

80歳代以上

70歳代

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

10歳代

4.2 ％（32人）

6.5 ％（50人）

15.6 ％（120人）

8.7 ％（67人）

11.7 ％（90人）

12.3 ％（95人）

13.4 ％（103人）

10.9 ％（84人）

16.9 ％（130人）

0 ％ 10 ％ 20 ％

未記入

条東

上條

楠

穴師

戎

条南

浜

旭

未記入

0.1%

（1人） 女性

55.6%

（429人）

男性

44.2%

（341人）

22．．調調査査結結果果 

問問 11 ああななたたのの性性別別をを教教ええててくくだだささいい。。 

男性 44 .2％、女性 55.6 ％となっており、女性からの回答が約11％多いという結果でした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
問問 22 ああななたたのの年年齢齢をを教教ええててくくだだささいい。。 

70 歳代の割合が一番多く、40 歳代から 60 歳代がほぼ同割合という結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問 33 ああななたたががおお住住いいのの小小学学校校区区ははどどここでですすかか。。 

旭、上條校区からの回答が多くなっており、条東校区からの回答が一番少ないという結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　特　　　集　　
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その他

仕事や家庭などのことで精一杯だから

市政に市民の意見が反映されていないと思うから

議員とのかかわりがないから

市議会や議員の活動がよく分からないから

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％ 80 ％

5.5％（20人）

34.4％（125人）

19.3％（70人）

38.8％（141人）

55.9％（203人）

n＝363

関心がある

12.5%

少し関心がある

39.8%

あまり関心がない

35.7%

全く関心がない

11.4%

未記入

0.6%

傍聴したことがある

4.2%

傍聴したいが方法

がわからない

20.5%

今後、傍聴したい

16.9%

傍聴したいとは

思わない

55.3%

未記入

3.2%

問問 44 市市議議会会にに関関心心ははあありりまますすかか。。 

「関心がある」、「少し関心がある」が52.3 ％、「あまり関心がない」、「全く関心がない」が47.1 ％ 

となっており、市議会に関心がある方が約5％多いという結果でした。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

問問 55 問問 44 でで「「33．．ああままりり関関心心ががなないい」」、、「「44．．全全くく関関心心ががなないい」」とと回回答答ししたた方方にに伺伺いいまますす。。関関心心ががなないい理理由由

ににつついいてて、、ああててははままるるももののをを選選んんででくくだだささいい。。（（複複数数回回答答可可）） 

55.9% の方が「市議会や議員の活動がよくわからないから」を選択しており、「議員とのかかわり 

がないから」、「仕事や家庭などのことで精一杯だから」を選択した方も30％以上になっているという 

結果でした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問問 66 市市議議会会のの本本会会議議やや委委員員会会をを傍傍聴聴ししたたここととががあありりまますすかか。。 

 「傍聴したことがある」、「傍聴したいが方法がわからない」、「今後傍聴したい」が41.6 ％、「傍聴 

したいと思わない」が55.3 ％となっており、傍聴に関心がない方が約13％多いという結果でした。 

 

 

 

　　　特　　　集
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毎回読んでいる

19.2%

時々読んでいる

41.1%１～２度だけ読ん

だことがある

15.4%

読んだことがない

23.1%

未記入

1.2%

その他

デザインが見にくいから

記事が面白くないから

手元に届かないから

市議会に関心がないから

議会だよりを知らないから

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％

10.8%（32人）

4.4%（13人）

14.5%（43人）

15.5%（46人）

44.1%（131人）

31.0%（92人）

その他

写真やイラストなどを多用し、分かりやすくしてほしい

情報量を増やしてほしい

専門的な用語などを分かりやすく解説してほしい

パソコンやスマートフォン等でも見やすくしてほしい

現状のままでよい

0 ％ 20 ％ 40 ％

6.8%（40人）

31.8%

（186人）

25.3%（148人）

23.1%（135人）

16.1%（94人）

25.2%（147人）

問問 77 「「議議会会だだよよりり」」はは年年にに 55 回回発発行行ししてていいまますす。。どどのの程程度度読読んんででいいまますすかか。。 

「毎回読んでいる」、「時々読んでいる」、「1～2 度だけ読んだことある」の合計が 75.7 ％となって 

おり、7 割を超える方が議会だよりを読んだことがあるという結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

問問 88 問問 77 でで「「33．．11～～22 度度だだけけ読読んんだだここととががああるる」」「「44．．読読んんだだここととががなないい」」とと回回答答ししたた方方にに伺伺いいまますす。。 

定定期期的的にに読読ままなないい、、又又はは読読んんだだここととががなないい理理由由ににつついいてて、、ああててははままるるももののをを選選んんででくくだだささいい。。 （（複複数数回回答答可可）） 

「市議会に関心がないから」が 40％を超えており、「議会だよりを知らないから」も30％を超えて 

るという結果でした。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

問問 99 問問 77 でで「「11．．毎毎回回読読んんででいいるる」」「「22．．時時々々読読んんででいいるる」」「「33．．11～～22 度度だだけけ読読んんだだここととががああるる」」とと回回答答しし

たた方方にに伺伺いいまますす。。今今後後、、議議会会だだよよりりにに、、どどののよよううななここととをを期期待待ししまますすかか。。（（複複数数回回答答可可）） 

「現状のままでいい」が25.2 ％ある中、写真やイラストなどにより、分かりやすくするなどの意見 

も約 20％から 30％あるという結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n＝297 

n＝584 

　　　特　　　集　　
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よく見る

0.8%
時々見る

8.8%
見たことがある

11.0%

知らない、見たことがない

78.1%

未記入

1.3%

その他

デザインが見にくいから

見たい内容がないから

市議会に関心がないから

市議会ホームページの存在を知らないから

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％ 80 ％

13.2%（91人）

1.7%（12人）

13.4%（92人）

24.0%（165人）

58.5%（402人）

その他

アクセスを簡単にしてほしい

写真やイラストなどを多用し、分かりやすくしてほしい

専門的な用語などを分かりやすく解説してほしい

スマートフォン等でも見やすくしてほしい

現状のままでよい

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％

6.9%（11人）

13.2%（21人）

30.2%（48人）

19.5%（31人）

27.0%（43人）

19.5%（31人）

問問 1100 市市議議会会ホホーームムペペーージジをを見見たたここととががあありりまますすかか。。 

「知らない、見たことがない」が 78.1 ％となっており、約 8 割弱の方が市議会ホームページを見

ていないという結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

問問 1111 問問 1100 でで「「33．．見見たたここととががああるる」」「「44．．知知ららなないい、、見見たたここととががなないい」」とと回回答答ししたた方方にに伺伺いいまますす。。 

問問 1111 定定期期的的にに、、ままたたはは全全くく見見なないい理理由由ににつついいてて、、ああててははままるるももののをを選選んんででくくだだささいい。。（（複複数数回回答答可可）） 

「市議会ホームページの存在を知らないから」が58.5 ％、「市議会に関心がないから」が24.0 ％ 

となっており、内容やデザインが主な要因ではないという結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

問問 1122 問問 1100 でで「「11．．よよくく見見るる」」「「22．．時時々々見見るる」」「「33．．見見たたここととががああるる」」とと回回答答ししたた方方にに伺伺いいまますす。。 

問問 1122 今今後後、、市市議議会会ホホーームムペペーージジにに、、どどののよよううななここととをを期期待待ししまますすかか。。（（複複数数回回答答可可）） 

「現状のままでいい」が19.5 ％あるものの、写真やイラストなどにより、分かりやすさを求めてい

る回答も約 20％から 30％あるという結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n＝687 

n＝159 

　　　特　　　集



令和2年11月号●議会だより １１４４

 

 

よく視聴している

0.1%
ときどき視聴

している

3.9%
視聴したことがない

79.8%

パソコンやスマート

フォン等がないので

視聴できない

10.4%

未記入

5.8%

その他

視聴したい内容がないから

市議会に関心がないから

議会だよりがあるから

インターネット中継や録画放送の存在を知らないから

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％ 80 ％

8.1%（52人）

10.2%（66人）

22.0%（142人）

17.1%（110人）

56.1%（362人）

知っている

5.1%

知らない

92.9%

未記入

2.1%

問問 1133 市市議議会会でではは、、本本会会議議やや委委員員会会ののイインンタターーネネッットト中中継継ななららびびにに録録画画放放送送をを行行っってていいまますすがが、、視視聴聴ししたた 

ここととははあありりまますすかか。。 

「視聴したことがない」が 79.8 ％となっており、約 8 割の方がインターネット中継及び録画放送 

を視聴したことがないという結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

問問 1144 問問 1133 でで「「22．．ととききどどきき視視聴聴ししてていいるる」」「「33．．視視聴聴ししたたここととががなないい」」とと回回答答ししたた方方にに伺伺いいまますす。。 

問問 1144 定定期期的的にに、、ままたたはは全全くく見見なないい理理由由ににつついいてて、、ああててははままるるももののをを選選んんででくくだだささいい。。（（複複数数回回答答可可）） 

「インターネット中継や録画放送の存在を知らないから」が56.1 ％あり、「視聴したい内容が 

ないから」「市議会に関心がないから」などを大きく上回っているという結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

問問 1155 市市議議会会でではは、、現現在在、、市市内内のの駅駅ややススーーパパーーママーーケケッットトななどどでで、、全全議議員員がが参参加加しし、、議議会会のの傍傍聴聴をを呼呼びびかか 

けけるる「「議議会会傍傍聴聴よよびびかかけけ隊隊」」行行っってていいまますすがが、、ここのの活活動動をを知知っってていいまますすかか。。 

「知らない」が 92.9 ％で 9 割を超える方が「議会傍聴よびかけ隊」の活動を知らないという結果 

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n＝645 
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１１５５ 議会だより●令和2年11月号

 

その他

地域の自治会館など

イベント会場

スーパーマーケット周辺（午前中の時間帯）

駅周辺（通勤、通学の時間帯）

駅、スーパーマーケット周辺（夕方の時間帯）

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％

15.8%（113人）

16.9%（121人）

12.3%（88人）

27.5%（197人）

27.5%（197人）

44.1%（316人）

参加したことがある

1.4%

参加したことがない

96.9%

未記入

1.7%

その他

各団体単位での開催

小中学校や保育所・幼稚園などの教育施設等での開催

市役所や公民館などの公共施設での開催

地域の自治会館など身近な会場での開催

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％

18.3%（137人）

7.9%（59人）

17.5%（131人）

22.2%（166人）

42.2%（315人）

問問 1166 問問 1155 でで「「22．．知知ららなないい」」とと回回答答ししたた方方にに伺伺いいまますす。。どどののよよううなな場場所所、、時時間間帯帯でで議議会会のの傍傍聴聴をを呼呼びび 

問問 1166 かかけけたたららよよいいとと思思いいまますすかか。。（（複複数数回回答答可可）） 

「駅、スーパーマーケット周辺（夕方の時間帯）」が一番多く、「駅周辺（通勤、通学の時間帯）」 

「スーパーマーケット周辺（午前中の時間帯）」が同数という結果でした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

問問 1177 ああななたたはは、、市市議議会会がが開開催催ししてていいるる「「市市民民とと市市議議会会のの意意見見交交換換会会」」にに参参加加ししたたここととががあありりまますすかか。。 

「参加したことがない」が 96.9 ％であり、ほとんどの方が「市民と市議会の意見交換会」に参 

加したことがないという結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

問問 1188 問問 1177 でで「「22．．参参加加ししたたここととががなないい」」とと回回答答ししたた方方にに伺伺いいまますす。。どどののよよううににすすれればば参参加加ししたたいいでですす

かか。。（（複複数数回回答答可可）） 

「地域の自治会館など身近な会場での開催」が42.2 ％あり、公共施設や教育施設での開催は約

20％あるという結果でした。  

n＝716 

n＝747 

　　　特　　　集



令和2年11月号●議会だより １１６６

その他

市議会ホームページを充実する

「議会だより」の充実・発行回数を増加する

インターネットでの議会中継・録画放送を充実する

子ども議会や女性議会などの模擬議会開催による議会への興味・関心を醸成する

議会のしくみや審議等をもっと市民に分かりやすくする

議会での審議結果などについて市民に報告する

市民の困りごとや意見・要望を聴く機会を充実する

市民の利益となるような施策の提言を行う

市の行政運営などに対するチェック機能を強化する

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％

6.6%（51人）

5.6%（43人）

9.2%（71人）

7.3%（56人）

13.2%（102人）

33.6%（259人）

22.8%（176人）

54.5%

（420人）

44.9%（346人）

28.8%（222人）

問問 1199 今今後後、、市市議議会会ががももっっとと取取りり組組んんででいいくくべべききここととはは何何だだとと思思いいまますすかか。。（（複複数数回回答答可可）） 

議会からの情報発信等の充実を求める回答は少なく、「市民の困りごとや意見などを聴く機会を充 

実する」、「市民の利益となるような施策の提言を行う」の回答が多く約40％から 50％の方が選択 

しているという結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

33．．アアンンケケーートト調調査査かかららわわかかっったた主主ななこことと 

・市議会に「関心を持っている」と「関心がない」がほぼ同割合になっており、「関心がない」と答えられ

た方の理由として、「市議会や議員の活動がよくわからないから」が多いことから、市民の方へ市議会や

議員の活動を周知することが、関心度を高める一つの要因になると考えられます。  

・市議会が発行する「議会だより」を読んだことがある方は、約 76 ％となっており、市議会からの情報の

一部を「議会だより」から得ている方が多いことが考えられます。  

・「市議会のホームページ」及び「市議会のインターネット中継及び録画放送」を知らない方が約60％に

なっており、「議会だより」に比べ、市民の方への周知がされていないことが考えられます。  

・「議会傍聴よびかけ隊」の活動を知らない方が90％を超えています。認知度が低いため、その活動内容

などが市民の方へ周知されていないことが考えられます。  

 

【【ままととめめ】】 

今回の市民アンケート調査では、市議会のホームページやインターネット中継などを閲覧する方や議

会傍聴をされる方は少なく、「議会だより」で市議会の情報を知る方が多いことがわかりました。  

また、市議会への関心度を高める手段の一つとして、市議会からの情報をわかりやすく発信することが 

重要であると考えます。 

この度の市民の皆様から寄せられたアンケートにより、市議会に対するさまざまなご意見を知ること

ができました。 

今後は、市民から信頼される、市民に開かれた市議会であるため、市民の皆様からいただいた貴重なご 

意見である本アンケートの分析を行い、これからの市議会づくりに活用させていただき、その改善策など 

を随時公表させていただく予定です。 

　　　特　　　集　　



第
３
回
定
例
会
で
は
、
令
和
元
年
度
泉

大
津
埠
頭
株
式
会
社
経
営
報
告
の
件
な
ど

の
報
告
案
件
が
２
件
、
泉
大
津
市
市
税
条

例
の
一
部
改
正
の
件
、
令
和
２
年
度
泉
大

津
市
一
般
会
計
補
正
予
算
の
件
な
ど
の
議

案
12
件
、
令
和
元
年
度
泉
大
津
市
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
決
算
認
定
３
件
、
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
対
策
の
継
続
・

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
件
な
ど
の
議
会

議
案
３
件
を
上
程
し
、
審
議
し
ま
し
た
。

地
方
自
治
法
第
２
８
６
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
、
泉
北
水
道
企
業
団
規
約
を
変

更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
和
泉
市
、
高
石

市
と
協
議
す
る
も
の
で
、
審
議
の
結
果
、

可
否
同
数
の
た
め
議
長
裁
決
に
よ
り
可
決

し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
に
５
億
９
０
１
４
万

８
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
３
９
３
億

５
６
３
６
万
７
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
、

主
な
内
容
は
、
住
居
確
保
給
付
金
２
４
２

９
万
１
０
０
０
円
、
新
生
児
特
別
定
額
給

付
金
６
０
０
０
万
円
の
増
額
で
、
審
議
の

結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

地
方
自
治
法
第
２
９
０
条
及
び
泉
北
水

道
企
業
団
規
約
第
13
条
の
規
定
に
よ
り
、

泉
北
水
道
企
業
団
の
解
散
、
財
産
処
分
及

び
事
務
の
承
継
に
つ
い
て
和
泉
市
及
び
高

石
市
と
協
議
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を

経
る
必
要
が
あ
る
も
の
で
、
慎
重
審
査
の

た
め
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
、
所
管
の

総
務
都
市
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

総
務
都
市
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
泉

北
水
道
企
業
団
の
解
散
及
び
財
産
処
分
並

び
に
事
務
の
承
継
に
関
す
る
協
議
の
件
に

つ
い
て
、
第
２
回
臨
時
会
で
、
審
議
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

泉
北
水
道
企
業
団
の
解
散
及
び
財
産
処

分
並
び
に
事
務
の
承
継
に
関
す
る
協
議
の

件
を
審
査
す
る
た
め
、
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

■
泉
北
水
道
企
業
団
が
解
散
し
た
場
合
、
広
域

水
道
企
業
団
の
１
系
統
の
み
と
な
る
不
安
は
残

る
が
、
こ
れ
ら
の
送
水
管
は
、
非
常
に
耐
震
性

の
高
い
送
水
方
式
と
な
っ
て
お
り
、
仮
に
配
水

管
が
大
震
災
等
に
よ
り
破
断
し
て
し
ま
っ
た
場

合
、
泉
北
水
道
企
業
団
の
水
が
、
安
定
的
に
供

給
さ
れ
る
可
能
性
も
限
り
な
く
低
い
と
考
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
災
害
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
の
確
保
、
近
隣
市
と
の
協
力
体
制
な
ど
、
市

民
が
安
心
・
安
全
な
水
を
、
い
か
な
る
状
況
下

に
お
い
て
も
よ
り
安
定
的
に
、
か
つ
可
能
な
限

り
安
価
に
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
道
事
業

の
あ
り
方
を
要
望
し
賛
成
と
す
る
。

■
泉
北
水
道
企
業
団
所
有
の
施
設
は
、
老
朽
化

が
進
み
、
大
阪
府
か
ら
耐
震
化
を
要
求
さ
れ
て

お
り
、
補
修
・
補
強
で
は
厚
生
労
働
省
の
水
道

施
設
の
技
術
的
基
準
に
適
合
し
な
い
た
め
、
全

面
更
新
が
必
要
と
な
る
。
施
設
の
全
面
更
新
は

最
終
的
に
水
道
料
金
の
増
額
を
す
る
し
か
な
く
、

原
水
の
安
定
供
給
に
も
大
い
に
不
安
も
あ
り
、

災
害
時
の
２
次
水
確
保
の
た
め
に
市
民
に
多
大

な
負
担
を
強
い
る
こ
と
は
説
明
が
で
き
ず
、
何

が
あ
っ
て
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
賛

成
と
す
る
。

■
泉
北
水
道
企
業
団
の
解
散
は
、
す
な
わ
ち
信

太
山
の
浄
水
場
の
廃
止
で
あ
り
、
災
害
時
の
リ

ス
ク
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水
源
地
を
廃

止
す
る
の
は
時
代
に
逆
行
す
る
。

更
新
費
用
や
耐
震
化
の
工
法
、
前
処
理
施
設

の
考
え
方
に
つ
い
て
、
そ
の
や
り
方
、
工
法
に

は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。

重
要
な
市
民
の
財
産
で
あ
る
浄
水
場
を
市
民

に
知
ら
せ
る
こ
と
や
意
見
を
聞
く
こ
と
も
な
く
、

決
定
し
て
か
ら
広
報
す
る
と
い
う
こ
と
は
理
解

で
き
な
い
。「
泉
大
津
市
参
画
及
び
協
働
の
推
進

に
関
す
る
条
例
」
を
か
か
げ
る
本
市
に
お
い
て
、

そ
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
て
い
る
と
は
言
え

な
い
た
め
反
対
す
る
。

■
泉
北
水
道
企
業
団
は
、
施
設
の
老
朽
化
に
つ

い
て
経
年
劣
化
し
た
各
機
器
の
定
期
的
更
新
を

怠
っ
て
き
た
事
実
は
あ
る
が
、
東
南
海
地
震
や

地
球
温
暖
化
に
よ
る
災
害
の
多
発
等
、
２
次
水

源
の
重
要
性
が
今
ほ
ど
そ
の
有
用
性
が
問
わ
れ

て
い
る
時
は
な
い
。

理
事
者
か
ら
多
額
の
更
新
費
用
が
市
民
へ
の

水
道
料
金
負
担
と
な
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

提
示
さ
れ
た
が
、
長
年
に
亘
り
大
き
な
黒
字
経

営
し
て
き
た
実
績
を
市
民
に
し
っ
か
り
説
明
し

て
い
く
責
任
が
あ
る
。

市
民
の
「
い
の
ち
の
水
」
を
守
る
た
め
の
議

論
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
り
、
効
率
的
、
合
理

的
な
経
営
を
求
め
る
地
方
公
営
企
業
法
の
理
念

に
照
ら
し
て
も
市
民
に
十
分
な
説
明
責
任
を
果

た
せ
た
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
反
対
す
る
。

慎
重
審
査
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決

し
ま
し
た
。

泉
北
水
道
企
業
団
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
の
件
や

　
　
令
和
２
年
度
泉
大
津
市
一
般
会
計
補
正
予
算
の
件
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

27

本
会
議
で
決
め
た
こ
と

本
会
議
で
決
め
た
こ
と

本
会
議
で
決
め
た
こ
と

主
な
議
案
内
容

泉
北
水
道
企
業
団
規
約
の
変
更
に
関

す
る
協
議
の
件

令
和
２
年
度
泉
大
津
市
一
般
会
計
補

正
予
算
の
件

市議会でおこなわれたこと

反
対
意
見

賛
成
意
見

１１７７ 議会だより●令和2年11月号

第
２
回
臨
時
会
を
開
催

第
２
回
臨
時
会
を
開
催

第
３
回
定
例
会
を
開
催

第
３
回
定
例
会
を
開
催

泉
北
水
道
企
業
団
の
解
散
及
び
財
産

処
分
並
び
に
事
務
の
承
継
に
関
す
る

協
議
の
件

総
務
都
市
委
員
会
　
審
査
概
要

採
　
決



■
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
公
の
責
任
で
解
消

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
待
機
児
童
問
題
の
取
り

組
み
や
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
緊
急
で
切

実
な
行
政
課
題
と
は
言
え
な
い
新
図
書
館
整
備

事
業
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
負
担

増
や
制
度
の
改
悪
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
保
険

が
あ
っ
て
も
、
医
療
も
、
介
護
も
受
け
ら
れ
な

い
と
い
う
状
態
が
既
に
生
ま
れ
広
が
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
含
む
一
般
会
計
、
特
別
会
計
決

算
認
定
に
反
対
す
る
。

病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て
、
本
来
必
要
な
資

金
を
投
入
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
会
計
悪
化

の
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
必
要
な
時
に
資
金
を

投
入
せ
ず
、
収
支
悪
化
を
招
い
た
市
の
対
応
は

問
題
で
あ
り
反
対
す
る
。

■
病
院
事
業
会
計
で
は
、
資
金
不
足
比
率
が
前

年
度
の
８
・
８
％
か
ら
16
・
４
％
と
大
き
く
悪

化
し
て
い
る
。
本
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る
新

改
革
プ
ラ
ン
の
総
括
と
改
定
案
も
示
さ
れ
な
い

こ
と
は
、
新
改
革
プ
ラ
ン
に
掲
げ
た
「
市
民
の

健
康
を
守
る
総
合
病
院
」
と
し
て
の
基
本
理
念

も
、「
経
営
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
」
と
し
た

基
本
方
針
も
放
棄
し
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得

ず
、
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
病
院
事
業
会
計
決

算
は
誠
に
不
適
切
で
あ
る
た
め
、
病
院
事
業
会

計
に
つ
い
て
は
反
対
と
す
る
。

■
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
両

会
計
と
も
に
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
を
差
引
い

た
実
質
収
支
が
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。
質
疑
を

通
じ
て
要
望
し
た
事
項
を
確
実
に
実
行
す
る
こ

と
を
お
願
い
し
、
賛
成
と
す
る
。

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
、
当
年
度
純
利
益

が
黒
字
と
な
っ
て
い
る
が
、
監
査
委
員
か
ら
、

「
継
続
し
て
純
利
益
は
計
上
し
て
い
る
も
の
の
、

給
水
人
口
の
減
少
及
び
節
水
技
術
の
向
上
に
よ

り
有
収
水
量
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
今
後
、
厳

し
い
経
営
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。」

と
の
指
摘
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
で
安
心
な

水
の
供
給
を
お
願
い
し
、
賛
成
と
す
る
。

病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て
、
当
年
度
は
収
支

差
引
５
億
２
７
６
万
５
１
４
３
円
の
純
損
失
と

な
り
、
前
年
度
よ
り
２
億
４
７
４
１
万
６
５
０

４
円
悪
化
し
て
い
る
。
資
金
不
足
比
率
も
前
年

度
８
・
８
％
か
ら
大
幅
に
悪
化
し
、
16
・
４
％

と
な
っ
て
い
る
。
解
決
策
で
あ
る
地
域
医
療
連

携
体
制
強
化
構
想
（
案
）
の
実
現
ま
で
、
医
療

現
場
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
少
し
で
も
抑
え
る
よ
う
努
め
る
こ
と

を
お
願
い
し
、
賛
成
と
す
る
。

■
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
経
常
収
支
比
率
は
、

前
年
度
か
ら
大
き
な
変
化
は
な
く
、
依
然
と
し

て
硬
直
化
し
た
状
況
が
続
い
て
お
り
、
強
固
な

基
盤
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
。今

後
、
公
共
施
設
適
正
配
置
基
本
計
画
お
よ

び
、
新
規
計
画
に
お
い
て
、
大
き
な
投
資
事
業

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
な
事
業
実
施
に
向

け
た
取
り
組
み
や
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
運
行
ル
ー

ト
の
見
直
し
、
子
ど
も
医
療
助
成
対
象
の
拡
充
、

高
効
率
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
設
置
助
成
事
業

の
継
続
、
産
業
振
興
対
策
事
業
に
お
け
る
地
域

経
済
活
性
化
を
要
望
し
た
。

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
歳
入
歳
出

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
さ
ら
な
る
経
営
健
全
化

に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
計
画
に
基
づ

く
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
り
、
安
全
で
安
心
な
水

が
供
給
で
き
る
よ
う
、
公
共
性
を
念
頭
に
置
い

た
経
営
で
、
さ
ら
な
る
経
営
健
全
化
を
図
る
こ

と
を
要
望
す
る
。

病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
純
損
失
は
昨

年
度
と
比
較
し
て
悪
化
が
み
ら
れ
、
資
金
不
足

額
が
発
生
し
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る

が
、
今
後
の
経
営
効
率
化
や
さ
ら
に
質
の
高
い

医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
、
経
営
改

善
に
努
め
る
こ
と
を
要
望
し
、
一
般
会
計
、
特

別
会
計
、
企
業
会
計
の
全
会
計
に
賛
成
す
る
。

■
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
、
水
道
事
業
に
多

大
な
貢
献
を
し
て
き
た
浄
水
場
が
廃
止
さ
れ
る

と
、
本
市
の
将
来
に
わ
た
り
禍
根
を
残
す
こ
と

に
な
り
抗
議
す
る
が
決
算
認
定
に
賛
成
す
る
。

■
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
実

質
収
支
は
黒
字
で
あ
り
、
市
債
の
現
在
高
も
減

少
し
て
い
る
点
や
、
財
政
健
全
化
判
断
比
率
の

４
指
標
に
お
い
て
も
前
年
度
よ
り
実
質
公
債
費

比
率
、
将
来
負
担
比
率
と
も
改
善
さ
れ
て
お
り
、

健
全
化
に
向
け
た
財
政
運
営
が
進
ん
で
い
る
点

全会一致で認定30
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に
つ
い
て
は
一
定
評
価
す
る
が
、
経
常
収
支
比

率
は
前
年
度
か
ら
大
き
な
変
化
は
な
く
、
財
政

構
造
は
依
然
と
し
て
硬
直
状
況
が
続
い
て
い
る
。

今
後
自
主
財
源
の
増
収
施
策
を
展
開
し
、
さ
ら

な
る
財
政
健
全
化
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
純
損
失
は
前

年
度
よ
り
悪
化
し
、
結
果
、
前
年
度
繰
越
欠
損

金
と
合
わ
せ
、
未
処
理
欠
損
金
が
88
億
４
５
７

７
万
８
１
６
０
円
と
な
り
、
非
常
に
厳
し
い
財

政
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
資
金
不
足
比
率
も
前
年
度
か
ら
大
幅

に
悪
化
し
、
現
状
の
ま
ま
で
は
経
営
健
全
化
基

準
に
到
達
し
か
ね
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
流
行
の
影
響
も
あ
る
中
、
病
院
の
新

体
制
に
至
る
ま
で
現
体
制
で
、
目
下
の
経
営
基

盤
の
維
持
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
一
層
効
率

的
な
運
営
に
努
め
、
早
期
に
収
支
均
衡
が
図
れ

る
よ
う
努
め
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

決
算
審
査
の
中
で
の
意
見
、
要
望
等
を
検
討

し
、
次
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
の
判
断
材
料

と
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
、
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
企
業
会
計
の
全
会
計
に
賛
成
す
る
。

■
一
般
会
計
に
つ
い
て
、
実
質
収
支
は
黒
字
と

な
り
、
単
年
度
収
支
に
お
い
て
も
黒
字
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
経
常
収
支
で
は
前
年
度
よ

り
微
減
し
た
も
の
の
、
相
変
わ
ら
ず
硬
直
し
た

財
政
状
況
が
続
き
、
公
債
費
比
率
、
実
質
公
債

費
比
率
に
お
い
て
も
、
前
年
度
よ
り
微
減
し
て

い
る
が
大
き
な
改
善
は
見
ら
れ
な
い
。

今
後
の
財
政
健
全
化
の
道
の
り
が
、
な
お
厳

し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
、
覚

悟
し
て
財
政
運
営
に
あ
た
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

決
算
審
査
の
中
で
の
要
望
、
指
摘
、
要
請
し

た
事
項
に
つ
い
て
は
、
誠
意
を
も
っ
て
、
今
後

の
施
策
、
予
算
に
反
映
す
る
こ
と
を
要
望
し
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
に
賛
成
と
す
る
。

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
、
安
全
で
安
価
で

お
い
し
い
水
を
供
給
す
る
と
い
う
水
道
事
業
の

理
念
が
問
わ
れ
る
厳
し
い
水
道
事
業
環
境
に
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
市
民
の
い
の
ち
の
水
を
供

給
す
る
公
営
水
道
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
要

望
し
、
水
道
事
業
会
計
に
賛
成
と
す
る
。

■
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
市
民
に
寄
り
添
っ

た
丁
寧
な
対
応
、
市
有
財
産
の
有
効
的
な
積
極

的
活
用
、
受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
み
た
公
共

施
設
利
用
料
の
在
り
方
や
、
穴
師
プ
ー
ル
の
再

開
を
要
望
し
た
。

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
、
健
全
な
運
営
に

よ
り
中
長
期
的
な
水
需
要
を
適
時
適
切
に
見
極

め
、
さ
ら
な
る
経
営
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
を

要
望
し
た
。

病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て
、
現
状
の
ま
ま
で

は
国
の
経
営
健
全
化
基
準
を
上
回
っ
た
場
合
に

は
経
営
健
全
化
計
画
な
ど
確
実
な
経
営
健
全
化

へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
収
支
均
衡
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
経
営
改

善
を
強
く
要
望
し
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

企
業
会
計
の
全
会
計
に
対
し
て
賛
成
と
す
る
。

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
は
賛
成
多
数
で
、

水
道
事
業
会
計
は
全
会
一
致
で
、
病
院
事
業
会

計
は
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

①
令
和
２
年
度
末
期
限
の
「
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」
の

さ
ら
な
る
延
長
と
拡
充
を
行
う
こ
と
。

②
地
方
自
治
体
が
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
に
基

づ
き
実
施
す
る
対
策
に
必
要
な
予
算
の
総
額

確
保
を
図
る
こ
と
。

③
災
害
復
旧
・
災
害
関
連
予
算
の
確
保
や
補
助

対
象
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
国
土
強
靱

化
の
た
め
の
財
源
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た

め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
配

分
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
資
本
整
備
の
遅
れ

て
い
る
地
方
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

①
地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方

税
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
総
額
を

確
保
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
臨
時
財
政
対
策

債
が
累
積
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
発
行
額

の
縮
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
償
還
財
源
を

確
保
す
る
こ
と
。

②
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
財
源

保
障
機
能
と
財
源
調
整
機
能
の
両
機
能
が
適

切
に
発
揮
で
き
る
よ
う
総
額
を
確
保
す
る
こ

と
。

③
令
和
２
年
度
の
地
方
税
収
が
大
幅
に
減
収
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
思
い

切
っ
た
減
収
補
填
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

減
収
補
填
債
の
対
象
と
な
る
税
目
に
つ
い
て

も
、
地
方
消
費
税
を
含
め
弾
力
的
に
対
応
す

る
こ
と
。

④
税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
、
税
収
が
安
定
的

な
地
方
税
体
系
の
構
築
に
努
め
る
と
と
も
に
、

国
税
・
地
方
税
の
政
策
税
制
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
な
整
理
合
理
化
を
図
り
、
新
設
・
拡
　

充
・
継
続
に
当
た
っ
て
は
、
有
効
性
・
緊
急

性
を
厳
格
に
判
断
す
る
こ
と
。

⑤
と
り
わ
け
、
固
定
資
産
税
は
、
市
町
村
の
極

め
て
重
要
な
基
幹
税
で
あ
り
、
制
度
の
根
幹

に
影
響
す
る
見
直
し
は
、
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
を
問
わ
ず
、
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

先
の
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
講
じ
た
特
例
措

置
は
、
臨
時
・
異
例
の
措
置
と
し
て
、
や
む

を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
本
来
国
庫
補

助
金
な
ど
に
よ
り
対
応
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
今
回
限
り
の
措
置
と
し
、
期
限
の

到
来
を
も
っ
て
確
実
に
終
了
す
る
こ
と
。

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
で
以
上
２
件
の
意

見
書
を
可
決
し
、
関
係
各
大
臣
等
に
送
付
し
ま

し
た
。

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
対
策
の
継

続
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
（
要
旨
）

採
　
決

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対

し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見

書
（
要
旨
）
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市議会でおこなわれたこと

・・・・・可決（全会一致）

【条例の一部改正】
●泉大津市市税条例の一部改正の件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●泉大津市手数料条例の一部改正の件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）

【予算】
●令和２年度泉大津市一般会計補正予算の件・・・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●令和２年度泉大津市介護保険事業特別会計補正予算の件・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●令和２年度泉大津市水道事業会計補正予算の件・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●令和２年度泉大津市病院事業会計補正予算の件・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）

【その他の議案】
●泉大津市立図書館整備工事請負契約締結の件・・・・・・・・・・・・・・・可決（賛成多数）
●動産買入れの件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●動産買入れの件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●泉北水道企業団規約の変更に関する協議の件・・・・・・・・・・・・・・・可決（議長裁決）
●令和元年度泉大津市水道事業会計剰余金処分の件・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●泉北水道企業団の解散及び財産処分並びに事務の承継に関する協議の件・・・閉会中の継続審査

【認定】
●令和元年度泉大津市一般会計及び特別会計決算認定の件・・・・・・・・・・認定（賛成多数）
●令和元年度泉大津市水道事業会計決算認定の件・・・・・・・・・・・・・・認定（全会一致）
●令和元年度泉大津市病院事業会計決算認定の件・・・・・・・・・・・・・・認定（賛成多数）

【報告】
●令和元年度泉大津埠頭株式会社経営報告の件・・・・・・・・・・・・・・・報告
●令和元年度泉大津市土地開発公社経営報告の件・・・・・・・・・・・・・・報告

【その他の議案】
●泉北水道企業団の解散及び財産処分並びに事務の承継に関する協議の件・・・可決（賛成多数）

【報告】
●専決処分報告の件（損害賠償の額の決定の件）  ・・・・・・・・・・・・・・承認
●専決処分報告の件（令和２年度泉大津市病院事業会計補正予算の件）  ・・・・承認

第３回定例会での議決結果一覧第３回定例会での議決結果一覧第３回定例会での議決結果一覧

第２回臨時会での議決結果一覧第２回臨時会での議決結果一覧第２回臨時会での議決結果一覧

第２回定例会での議決結果一覧

○  EdTech

　 エデュケーション (教育 )

　 とテクノロジー (技術 )を

　 組み合わせた造語で、テク

　 ノロジーの力で教育環境を

　 変えていくこと

　 ※一般質問　　　部分の解説

。

●　８月２８日　厚生文教委員会協議会

●　８月３１日　総務都市委員会協議会

●　９月　７日　議会運営委員会

●　９月　９日　第３回定例会
　　　～１０日　（一般質問、議案審議）   

●　９月１４日　令和元年度
　　　～２３日　決算審査特別委員会

●　９月２５日　議会運営委員会

●　９月２８日　第３回定例会最終日
　　　　　　　　（議案審議）

●１０月　７日　総務都市委員会

●１０月　９日　議会運営委員会

●１０月１５日　第２回臨時会
　　　　　　　　（議案審議）
　　　　　　　　

議　会　の　動　き

議 会 解 説用 語

賛否が分かれた議決事件につきましては、下の表のとおりです。

田
立
　
恵
子

森
下
　
　
巖

貫
野
幸
治
郎

中
谷
　
　
昭

丸
谷
正
八
郎

林
　
　
哲
二

堀
口
　
陽
一

村
田
　
雅
利

高
橋
　
　
登

野
田
　
悦
子

谷
野
　
　
司

池
辺
　
貢
三

中
村
与
志
子

大
塚
　
英
一

溝
口
　
　
浩

村
岡
　
　
均

1  2  3  4  5  6  7  8  9 10 11 12 13 14 15 16

議決

結果

議席番号

議 員 名
事　件　名

賛否の公表賛否の公表

可決○　○　○　×　ー　○　×　×　○　○　○　○　○　○　×　×

　議長は表決に参加しないため、表決結果はーになっています。　　　　　表の見方　○：賛成　×：反対　退：退席
※泉北水道企業団規約の変更に関する協議の件については、議長を除く賛否が同数のため、地方自治法第 116 条第 1項の
　規定により議長裁決を行いました。

泉北水道企業団規約の変更に関する
協議の件 ○　○　○　×　ー　×　×　×　×　退　○　○　○　○　×　× 可決※

令和元年度泉大津市一般会計及び特
別会計決算認定の件 ○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　○　○　○　○　×　× 可決

泉大津市立図書館整備工事請負契約
締結の件

○　○　○　×　ー　○　○　×　○　○　○　○　○　○　×　× 可決令和元年度泉大津市病院事業会計決
算認定の件

  
  

泉北水道企業団の解散及び財産処分
並びに事務の承継に関する協議の件 ○　○　○　×　ー　×　×　×　×　○　○　○　○　○　×　× 可決

令和2年11月号●議会だより ２２００


